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認証食品ではない

様々な濃度のSCによるリンパ球への添加により投与量依存的に小核誘導が増加し, 特にSC濃度25～100mg/mlで最も増加した.
3Gyγ線照射前に様々な濃度のSCをヒトリンパ球に添加することで, SC非添加のγ線照射と比較した場合, すべての濃度で小核

誘導が減少した.

糖尿病疾患の治療に用いられているS.cuminiの葉抽出物は放射線誘発DNA障害に対して防護効果を有することが証明された.

培養ヒト抹消血液リンパ球におけるSyzygium cumini (Jamun, ムラサキフトモモ)による放射線誘発DNA障害の減少:予備実

験

様々な濃度(0.0, 1.56, 3.125, 6.25, 12.5, 25, 50 and 100 microg/ml)のSyzygium cumini Linn(SC; black plum, Jamun, family Myrtaceae,
ムラサキフトモモ)の葉抽出物を用いて, ヒト抹消血リンパ球における放射線誘発小核形成を評価した. 様々な濃度のSCによるリンパ球へ

の添加により投与量依存的に小核誘導が増え, 特にSC25～100mg/mlで最も増えた. 3Gyγ線照射前に様々な濃度のSCをヒトリンパ球に

投与することで, SC非添加のγ線照射と比較した場合, すべての濃度で小核誘導が減少した. MNBNC頻度の最低値はSC投与量が

12.5mg/kgのとき観測された. その値はSC非添加-γ線照射群と比較しておよそ1/4であった. よって, この添加量が放射線防護のための最

適量であると考えた. このことから糖尿病疾患治療に用いられていたS.cuminiの葉抽出物は放射線誘発DNAダメージに対して防護効果

を有することが示された.

有効性評価が述べられている. 

副作用は報告されていない. 

30分のSC処理の後3Gyのγ線照射を行い, 小核試験によりヒト抹消血リンパ球における放射線誘発小核形成を評価した. 統計解

析は一方向ANOVAにより行った.
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健康な非喫煙者の血液のリンパ球を培養し複数濃度のムラサキフトモモ抽出液を3Gyのγ線照射前に添加し, SC添加-非γ線照射

群, SC非添加群と比較した.


